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目的： 

妊娠中の喫煙および酸化ストレスは、出生児の体格に影響を及ぼすことが既に明らかになっています。しかし、両者

の関係性については分かっていません。そこで妊婦の喫煙のバイオマーカーであるコチニンと酸化ストレスのバイオ

マーカーである 8-ヒドロキシ-2’-デオキシグアノシン（8-OHdG）が出生児体格に及ぼす影響を調べました。 

 

方法： 

エコチル調査の参加者 72,544 名のデータを使用しました。妊婦の妊娠中期から後期の尿中コチニンと 8-OHdG を分

析し、出産時の記録から出生時体格の情報を入手しました。出生時体格に影響を及ぼす要因を調整した重回帰分析

と媒介分析を使って検討しました。 

 

結果： 

妊婦の尿中コチニン量が増えると尿中 8-OHdG 量は有意に増加しました。妊婦の尿中 8-OHdG 濃度が増えると子ど

もの出生時体格は有意に減少しました。妊婦の尿中コチニン量が増えると子どもの出生時体格は有意に減少しまし

た。そして、妊婦の尿中コチニン量と子どもの出生時体格との関連に尿中 8-OHdG が媒介していました。 

 

考察（研究の限界を含める）： 

妊婦の喫煙は、酸化ストレスを増加させた後、子どもの出生時体格の減少に至るというメカニズムが存在する可能性

があります。現在、妊婦の喫煙を含む生活環境由来の化学物質や環境化学物質が酸化ストレスを介して子どもの出

生時体格の減少に及ぼす影響の論文は限られています。本研究の限界点は、コチニンが複数の妊娠期間（妊娠中期

または後期）にわたって測定されたため、妊婦の喫煙による健康影響をより感じやすい期間を特定することができな

かったことです。今後、喫煙を含む妊婦の生活習慣の要因と出生時体格との関連に及ぼす媒介因子を明らかにする

ための更なる研究が必要です。 

 

結論： 

妊婦の尿中コチニン量と子どもの出生時体格の減少との関連は、妊婦の 8-OHdG 量を介します。出生児体格の低下

のリスクを減らすために、妊娠中の受動喫煙と能動喫煙の防止について妊婦とその周囲の人々を教育することが重

要かもしれません。 

 


